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基基礎礎資資料料ⅢⅢ  各各種種計計画画値値のの推推計計  

 

 

 

川口市水道局は、一日平均給水量約 16 万 5 千ｍ3（平成 18 年度）を給水し、給水

人口は約 22 万世帯、50 万 2 千人に及ぶ。このように市民生活に欠かすことのできな

い水道水を安定して供給するため、的確な将来の水需要予測にもとづく水源確保、施設

整備が必要である。 

 川口市では、平成 12 年度に計画給水人口を 52 万 6 千人から 50 万 2 千人へ、ま

た計画一日最大給水量を 25 万 2 千ｍ3／日から 22 万ｍ3／日に修正した。しかし、水

需要の多様化が進むととも

に、人口動態も複雑化して

いる。さらに、大規模災害

が頻発し、災害時も含めニ

ーズに合った安全確実な

給水が今まで以上に強く

求められている。このよう

な背景を踏まえ、近年の水

需要実績や社会動向など

を踏まえながら、アクアプ

ランが目標年次とする平

成29年度末までの水需要

を推計する。計画給水量は、

次の手順によって推計し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はじめに  ⅠⅠⅠ   

図表Ⅰ-1 水需要予測フロー 
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1  川口市水道事業の水需要予測 

1.1 人口の推計 

1.1.1. 推計の手法 

(1) 基本的な考え方（人口推計の目的と留意点） 

 地域水道ビジョンは、平成 20～29 年度を計画期間とし、給水契約者数に基づく推

計ニーズ量が基盤となるものであることから、この期間における将来人口の推計を必要

とする。今回の人口推計においては、以下の点に留意するものとする。 

① 人口推計の期間および時点  

将来人口は、計画期間である平成 20～29 年度の各年度の値を推計する。 

なお、水道事業は、基本的に給水契約者を対象とした事業があることに鑑み、水道事業

統計が給水人口として採用している各年度 3 月 31 日時点での将来人口を推計する。 

② 推計する人口の年齢区分 

 出生数を推計する際に 15～49 歳の女性人口及び「婦人子ども比」（詳細は後述）

を利用し、全年齢層について、5 歳階級別かつ男女別に推計する。 

(2)  推計に使用する実績人口データ 

 人口推計は、住民基本台帳もしくは国勢調査の何れかに拠る実績人口データに基づい

て行うこととなるが、選択に当たりそれぞれの特徴を比較検討し、住民基本台帳を採用

することとした。 

① 住民基本台帳 

 住民基本台帳は、毎月ないし年数回の時点（通常は月初又は月末）における人口デー

タを採ることができる。そのため、直近のデータが使用可能で、かつ推計時点として望

ましい 3 月 31 日時点の実績を使用して推計を行うことができる。 また、外国人人

口が含まれていないため、外国人登録のデータを併せて利用することが必要である。こ

の場合、住民基本台帳のデータと外国人登録のデータを合算する時点や年齢区分を同じ

することとする。 

② 国勢調査 

 国勢調査の人口データは、全市町村で各年齢別に整理されており、また外国人人口も

含んでいる。ただし、調査頻度が 5 年に 1 回のため、5 年おきの 10 月 1 日時点のデ

調査の概要  ⅡⅡⅡ   
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ータしか存在しない。近年の調査は平成 12 年と 17 年であり、今回の人口推計で国勢

調査のデータを用いる場合は、主にこの 2 ヶ年のデータを使用することとなる。 

以上の各データソースの特徴を整理すると、下表のとおりである。 

 

図表Ⅱ-1 人口に係るデータソースの比較 

 

以上の比較検討の結果、住民基本台帳と外国人登録の 2 つのデータを 3 月 31 日現在

にそろえ合算し、推計に使用する実績人口データとすることとする。 

(3) 人口推計の方法 

 人口推計で推奨される方法としては、「コーホート変化率法」と「コーホート要因法」

の 2 種類がある。 

 ここでいう「コーホート」とは、同じ年（又は同じ期間）に生まれた人々の集団のこ

とを指す。例えば、平成 18 年 4 月 1 日～19 年 3 月 31 日生まれのコーホートは、

平成 21 年 3 月 31 日時点で満 2 歳となる人々の集団である。 

 

① コーホート変化率法 

 

 「コーホート変化率法」とは、各コーホートについて、過去における実績人口の動勢

から「変化率」を求め、それに基づき将来人口を推計する方法である。 

 高度成長期を起点とする本市の急激な都市化の進展が今後も継続するとは考えにく

い。また、ここ数年の人口動態は、再開発や企業撤退による大規模マンション開発等を

要因とする社会増が主たるものと考えられるが、このような人口増加の要因が今後も存

続するとは想定しにくい。 

今回のように推計するものが比較的近い将来の人口であり、推計対象となる近い将来に

も特殊な人口変動が予想されないものの、変化率の算出基礎となる近い過去に特殊な人

口変動がある場合は、この方法が簡便だとしても、今回の推計に用いることは妥当とは

言えない。 

 

 

  住民基本台帳 国勢調査 

データの頻度 毎月ないし年数回 5 年毎（近年は平成 12 年、17 年） 

データの時点 各月初あるいは各月末 10 月 1 日時点のみ 

データの整理状況 各年齢別データが存在 各年齢別データが存在 

外国人人口の扱い 含まない 含む 
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② コーホート要因法 

 

 「コーホート要因法」とは、各コーホートについて、「自然増減」（出生と死亡）及

び「純移動」（転出入）という二つの「人口変動要因」それぞれについて将来値を仮定

し、それに基づいて将来人口を推計する方法である。 推計の基礎となる過去の実績人

口に特殊な変動があったか、推計対象期間内の将来人口に特殊な変動が予想されるため、

過去の実績に基づく変化率が将来人口の推計に適さないと思われる場合、この方法を用

いることが推奨される。 

 今回は比較的近い将来の人口を推計するものであるが、過去の人口動態の傾向を踏ま

えつつ、本市の今後の開発動向を勘案した人口推計が望ましく、本市における将来の社

会増減の想定を含むこの方式を採用することが適切と思料される。 

(4) 推計に採用する手法 

本市の人口実績は、右肩上りで増加を続けているが、少子・高齢化の進展を考慮する

と、このままの傾向で人口が増加し続けることは考えにくい。第３次川口市総合計画改

訂基本計画(平成 19 年～22 年)では、平成 22 年の目標年次の人口を概ね 50 万人に

想定しており、コーホート要因法による推計値の算出方法に違いはあるものの将来的に

は減少に転ずる推計結果となっている。 

したがって、人口の推計手法には、市の総合計画と同様に年齢別人口動態（死亡、移

動、出生）を反映させる「コーホ

ート要因法」を用いるものとする。 

他方、外国人登録者数は主に

社会動態に影響を受け、本市の

実績でも毎年約1,000人ずつ増

加しており、今後も同様の傾向

が続くものと推察される。よっ

て、外国人登録者数は「時系列

傾向分析」により推計し、「コ

ーホート要因法」による人口推

計（外国人除く）との合計を行

政区域内人口として設定する。 

行政区域内人口の推計フロー

を右に示す。 

 

 

図表 Ⅱ-2 行政区域内人口の推計フロー 
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1.2 住民基本台帳の実績人口データに基づく推計 

1.2.1.  推計の手法 

 過去における 3 月 31 日時点の実績人口をもとに、平成 20～29 年の各年 3 月 31

日時点の将来人口を推計する。なお、平成 19 年度中に推計を行うことから、平成 19

年 3 月 31 日時点の実績人口を直近のデータとして使用することになる。 

 

1.2.2. 実績人口データの補正（年齢不詳人口の按分） 

 実績人口データには年齢不詳分が含まれる。そのため、年齢判明分の人口に対する総

人口（年齢不詳分を含む。）の比を補正係数として各年齢別の人口に乗じ、年齢不詳分

を按分する。この補正作業は男女別に行う。算出式は以下のとおり。 

 

図表Ⅱ-3 実績人口データの補正算出式 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.3.  コーホート要因法による推計 

 (1) １歳以上の各年齢別人口の推計 

 コーホート要因法において、1 歳以上の年齢における男女別・各年齢別の将来人口は、

その前年における 1 歳下の人口に「生残率」及び「将来純移動率」を乗じることによ

って、推計することができる。 

 

 

（例）男子の総人口（年齢不詳分を含む。）＝67,223 人 

男子の年齢不詳人口＝74 人 

男子の 0～4 歳人口＝2,854 人 

補正係数＝67,223÷（67,223－74）＝1.0011 

補正された 0～4 歳人口＝2,854×1.0011＝2,857 

※ 年齢不詳人口 74 人のうち 3 人（＝2,857－2,854）が 0～4 歳人口に按分された。 
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① 生残率の仮定 

 

 生残率（＝１－死亡率）は短期間に大きくは変動しないので、生残率は、平成 20～

29 年の推計対象期間において一定のものとして使用して差し支えないとする。ここで

は厚生労働省による平成 12 年埼玉県生命表、川口市生命表「日本の都道府県別将来推

計人口－平成 19 年 5 月推計」（国立社会保障・人口問題研究所編集，財団法人厚生

統計協会発行）の仮定値表を使用する。 

 

図表Ⅱ-4 川口市の生残率表 
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図表Ⅱ-5 川口市の出生率表 

 

 

 

 

② 移動率の仮定 

 

 本計画の将来純移動率は、過去における実績純移動率を踏まえ、さらに過去の特殊な

人口変動を勘案した上で別途見込むものである。過去における実績純移動率については、

封鎖人口（転出入が一切なく生残率のみで規定されると仮定した理論上の人口）と実際

人口との差である純移動数を求め、その実際人口に対する比として算出するが、本計画

では、川口市生命表から算出した移動率を用いた。 

図表 Ⅱ-6 川口市の移動率表 
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③ 将来人口の推計 

 ①及び②で仮定した生残率及び移動率を用いることで、ｔ年 3 月 31 日時点の男女

別ｎ歳人口から、その翌年 3 月 31 日時点の男女別（ｎ＋１）歳人口が推計される。

算出式は以下のとおり。 

 

図表Ⅱ-7 男女別人口推計算出式 

 

 

 

以上のような推計を男女別・各年齢別に行い、さらに複数年分にわたって繰り返して、

平成 20～29 年の各年 3 月 31 日時点の将来人口（1 歳以上）を推計する。 
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(2) 0 歳人口の推計 

 0 歳の人口は、「1 歳下の人口」が存在しないため、「コーホート要因法」で推計す

ることはできない。0 歳人口すなわち出生数は、別途、母親となり得る女性の人口と出

生率から、以下の手順で推計する。 

 

 ① 将来出生率の仮定 

 直近数ヶ年における出生数を、母親の年齢階級（15～49 歳の 5 歳階級）別に把握

し、それを各年の女性人口（15～49 歳の 5 歳階級別）で除して、女性年齢 5 歳階級

別の出生率を算出する。年間出生数は 4 月 1 日～翌年 3 月 31 日、除数となる女性人

口は 10 月 1 日時点（ないし 9 月 30 日時点）の値を使用する。 

 算出式は以下のとおり。直近 2 ヶ年ないし 5 ヶ年の実績値を求め、その一般的な傾

向を勘案して、推計に用いる将来出生率を仮定する。 

 

図表Ⅱ-8 出生率推計算出式 

 

 

 

図表 Ⅱ-9 出生率基礎数値表 
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② 将来出生数の推計 

 

 ①で算出した将来出生率を、平成19～28年の各10 月1日時点の将来女性人口（15

～49 歳の 5 歳階級）に乗じ、平成 19～28 年度（各年度は 4 月 1 日～翌年 3 月 31

日）の将来出生数を推計する。算出式は以下のとおり。 

 この人口推計では 3 月 31 日時点の将来人口を求めることとしているので、その前

後の年の 3 月 31 日時点の将来人口の平均値をもって代替する。 

 

図表Ⅱ-10 出生数算出式 

 

 

 

③ 出生数の男女按分 

 

 ②で推計した出生数を、直近 2 ヶ年ないし 5 ヶ年の出生における男女比の平均値に

基づいて、男女に按分する。算出式は以下のとおり。 

 

図表Ⅱ-11 男女別出生数算出式 

 

 

 

④ ０歳人口の推計 

 

 ③で推計された男女別の出生数（4 月 1 日～翌年 3 月 31 日）に、男女別の「出生

数→0 歳変化率」を乗じることで、翌年 4 月 1 日時点の 0 歳人口が推計される。算出

式は以下のとおり。厳密には、4 月 1 日生まれの人は翌年 4 月 1 日には満 1 歳であり

0 歳ではないが、推計誤差の範囲とする 
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図表Ⅱ-12 0 歳児推計算出式 

 

 

 

 上記の算出式では、出生→0 歳変化率を「（ｔ－１）年 4 月 1 日～ｔ年 3 月 31 日」

→「ｔ年 4 月 1 日時点」の 1 区間のみの変化から採っているが、この間の変化率が特

殊でないかを更に過去に遡って検討し、特殊と思われる場合は、過去の一定期間におけ

る一般的な傾向を勘案して適当な変化率を設定する（例えば直近 3 区間における変化

率の平均を採る。）。 

 

以上のア及びイの結果を合わせることにより、全ての年齢について男女別・各年齢別

の将来人口が推計される。 

 

 

1.3 外国人登録の実績人口データに基づく推計 

1.3.1. 推計の手法 

住民基本台帳の実績人口データには外国人人口が含まれていないため、外国人登録から、

時点（3 月 31 日）と年齢区分（各年齢別）が同じデータを算入する。時点や年齢区分

が合わない場合は適宜補正する。 

 推計に当たっては、水道施設設計指針に例示される５つの式系を用いた。以下にその

式系を示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

×
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Ｋ 

1+e(a bx) 

図表 Ⅱ-13 時系列傾向分析に用いる推計式（減少傾向） 

 

 式名称 推計式 式の傾向 適用性 

ａ 平均増減数式 y = ax + b 同じ割合の数が増減する 直線的に増加または減少する項

目に適する。もっとも基本的な推

計式。 

ｂ 平均増減率式 y= y0(1+r)x 同じ増減率が継続する 相当の期間同じ増加率を持続して

いる項目に適する。増加率が非常

に低く、かつ推計期間が短かい場

合に有効。 

ｃ 修正指数曲線

式 

y＝K－abx ａ＞０，０＜ｂ＜１の場合，Ｋ

が上方漸近線となる。 

発展期をすぎて極限値に近づきつ

つある都市に適する。 

ｄ べき曲線式 y＝y0＋axb 減少傾向を示す変数に対

し使用することはできない。

データのばらつきにより推計値が

変動しやすい。 

ｅ ロジスティック

曲線式 

   K 
y＝― 
 1+e(a-bx) 

人口が無限年前に０で時

の経過とともに漸増し，中

間の増加率が最も大きくそ

の後増加率が減少し，無限

年後に飽和に達するような

曲線式 

人口などいずれ飽和状態に達す

ると思われる数値の予測にあては

める曲線として広く用いられる。合

理的な人口推計法とされる。 

y： 目的変数  
r： 平均増減数 
x： 説明変数 
t： 時間（年） 
y0： 初年値（基準年の値） 
K： 飽和値 
yｔ： 基準年より t 年前の値 
a,b： 係数 
 

1.3.2. 推計の結果 

 推計の結果、相関係数 1 位の式系は年平均増減数である。本推計は 10 年間という

中期的なものであり、実績値にもほぼ適合していることから、相関係数１位の年平均増

減数法の推計値を採用することとする。 

時系列傾向分析による将来人口推計結果を次表に示す。 
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図表Ⅱ-14 時系列傾向分析による将来人口推計結果状況 
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図表 Ⅱ-15 時系列傾向分析による将来人口推計結果（グラフ） 
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1.4 推計行政区域内人口の推計 

 

川口市による行政区域内の将来人口の推計結果を図表Ⅱ-16 からⅡ-19 に示す。 

 

図表Ⅱ-16 推計総人口 

 

 

図表 Ⅱ-17 総人口及び階層別人口の推移 
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図表Ⅱ-18 推計住民基本台帳人口 

 

図表Ⅱ-19 推計外国人登録者数 

 

 

 推計の結果、計画達成年次の平成 29 年（平成 30 年 3 月 31 日）での人口は約 51

万 5 千人となった。 

 

 

1.5 給水区域内人口の推計 

給水区域は市の全域であり、合併等は勘案しないことから、給水区域内人口は行政区

域内人口と同数とする。 

 

図表Ⅱ-20 給水区域内人口の推計値 
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1.6 給水人口の推計 

給水人口は、『(行政区域内人口－川口市水道が導入されない簡易水道及び専用水道

の給水区域内人口)×水道普及率』で算出する。簡易水道は給水区域になく、また井水

混合はあっても本市上水道を水源としない専用水道はないことから、行政区域内人口

（＝給水区域人口）×水道普及率で算出することとなる。 

水道普及率は、平成 18 年度実績で 99.995%であるが、今後未普及地域が解消さ

れるものとして、計画達成年次である平成 29 年度末には、水道普及率は 100%と設

定する。 

したがって、計画達成年次の平成 29 年（平成 30 年 3 月 31 日）での人口は、約

51 万 5 千人とする。 

給水人口の推計結果を図表Ⅰ-22 に示す。 

 

図表Ⅱ-21 給水人口の推計結果 

 

 

 

 

 

2  給水量の推計 

給水量の推計は、口径別使用水量を集計し、用途別使用水量（生活用水量、業務営業・

工場用水量、その他使用水量）に換算して行う。 

 本市の統計では用途別の集計がなされていないため、口径φ13～φ25 を生活用水、

φ30 以上を業務営業用・工場用水として算出する。給水量の口径別・用途別使用実績

を図表Ⅱ-22 に示す。 
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図表Ⅱ-22 給水量実績表 
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3  生活用水量の推計 

生活用水量は、原単位（一人一日当り生活使用水量）の実績を時系列分析により推計

し、前節で推計した給水人口に原単位を乗じて算出する。 

原単位（一人一日当り生活使用水量）の実績を次表に示す。 

生活使用水量は年々減少傾向にあるが、直近の平成 15 年度～平成 17 年度においては、

ほぼ横ばいの傾向である。 

 

図表Ⅱ-23 原単位（一人一日当り生活使用水量）の実績 

 

 

 

時系列分析による原単位の推計結果及び計算表を図表、図表 に示す。 

 

図表Ⅱ-24 原単位（一人一日当り生活使用水量）の推計結果 
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相関係数 1 位の推計式は「年平均増減数」、2 位の推計式は「ロジスティック曲線

式（最小２乗法）」となったが、両者の相関係数はほぼ同じと見てよい。 

平成 8 年度～平成 18 年度の実績は年平均 2.43 L/人・日減少しているが、直近 5

年間の実績では年平均 2.83 L/人・日の減少となっている。これに対し、「年平均増

減数」の推計値は年平均 2.72 L/人・日の減少を、また「ロジスティック曲線式（最

小２乗法）」の推計値は 2.66 L/人・日の減少を示しており、実績値との特段の乖離

はないものと考える。 

  以上の点を勘案し、本計画では、原単位（一人一日当り生活使用水量）の数値を、

相関係数 1 位である「年平均増減数」の推計値を採用する。したがって、目標年度で

ある平成 29 年度での原単位は 225 ㍑/人/日とする。 
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図表 Ⅱ-25 原単位（一人一日当り生活使用水量）の推計結果（グラフ） 
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4  業務営業・工場用水量の推計 

業務営業・工場用水量の実績を図表 に、またこの実績に基づく時系列分析による業

務営業・工場用の推計結果及び計算表を図表、図表 に示す。 

 

図表 Ⅱ-26 業務営業・工場用（一日当り使用水量）の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表Ⅱ-27 業務営業・工場用（一日当り使用水量）の推計結果 

 

 

平成 8 年度から 18 年度までにおける業務営業・工場用水量減少の要因として、長

引く不況の影響や産業構造の変化による地場産業の転廃業、及び上水道から県営工業用

水道への切り替えが挙げられる。マクロ経済の回復基調から判断すれば、地場産業の転

廃業の傾向は終息しつつあると考えられるものの、県営工業用水道への切り替えについ

ては、今後もあり得ると考えることが妥当である。 

他方、過去 10 年間では、平成 15 年において、サッポロビール株式会社埼玉工場の

廃止という特殊要因が存在する。同工場は 1,245m3／日程度の最大手需要先であった。

この影響は、平成 14 年度後半からの生産調整によって現れ、平成 15 年 10 月の製造

停止によって終了する。 
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この特殊要因を含む平均増減値は、-512 m3／日であるが、この点を除外すると

-232 m3／日となる。また、平成 18 年度末の大口需要先は、大規模商業施設や食品

製造工場を含むが、その大宗は公共施設、医療機関、福祉施設が占めている。したがっ

て、業務営業・工場用水量は減少傾向にあるものの、その曲線は緩やかな下降をとると

想定される。 

このような点を踏まえ推計値を検証すると、相関係数 1 位の「ロジスティック曲線

（3 点法）」式では極端な減少を示し、実績に近い減少傾向を示す「べき曲線」式では

給水実績を超える数値が算出されている。これは、前述の平成 14～15 年度における

特殊要因に影響されているものと考えられる。このようなことから、これらの推計はい

ずれも採用することはできない。そこで、緩やかな減少傾向にあることを前提条件にお

き、特殊要因発生年度を除外した平成 8 年から平成 18 年度までの平均増減値-232m3

／日及び直近 3 年間の平均増減値-248 m3／日をもとに、今後 10 年間の平均増減値

を-240 m3／日に設定することとした。 

 

 

図表 Ⅱ-28 業務営業・工場用（一日当り使用水量）の推計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5  その他用水量の推計 

その他用水量の実績を次表に示す。平成 8 年度から平成 18 年度末までの推移をみる

と、平均で 1.77％ずつ減少しており、ここ数年は減少傾向にあるものの、１日平均使

用量総体からみればほぼ横ばいと判断される。したがって、その他水量の将来値は、平

成 18 年度の 94m3/日を一定として設定する。 
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図表Ⅱ-29 その他用（一日当り使用水量）の実績  

 

 

 

 

 

 

  以上の推計より、目標年度（平成 28 年）における有収水量は以下のとおりとなる。 

 

 

図表 Ⅱ-30 目標年度(平成 29 年度)における有収水量 

 

種別 使用水量 計     算 

生活用 116,323ｍ3/日
原単位（一人一日当り生活使用水量） 

225 ㍑/人/日×516,991 人 

業務営業 

・工場用 
15,383ｍ3/日  

その他用 94ｍ3/日  

合  計 131,800ｍ3/日
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6  有効率、有収率及び負荷率の設定 

有効率、有収率及び負荷率は過去の実績を元に実施する。実績を次表に示す。 

 

図表Ⅱ-31 有効率、有収率及び負荷率の実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7  有効率の推計 

有効率は、水資源の有効利用及び健全経営の観点から、平成 2 年 12 月 11 日付の

旧厚生省通達により『有効率 90％未満の事業では 90％に達するよう、また有効率 

90％以上の事業にあたっては 95％程度に目標を設定するよう』指導されている。 

本市においては平成 17 年度で 90％を超えていることから、今後は漏水処理等により

可能な限り有効率の向上を目指すものとし、目標年度において 95％と設定する。  

 

 

8  有収率の推計 

有収率の実績最大値は平成 17 年度の 89.6％であるが、有効率と同様に可能な限り

向上を目指すものとし、目標年度において 91％と設定し、これを実現する施策の効果

の発現時期を勘案し途中年度は按分して設定する。 
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9  負荷率の推計 

目標年度における負荷率は、平成 13 年度の実績最小値 86.86％を踏まえ 86.9％と

設定し、途中年度は按分して設定する。 

 

 

10  県水購入量及び自己水源量の算出 

 本市は井水を除き自己水源をもたない。しかし、地下水を過剰に汲み上げると、地盤

沈下が起こり、一旦沈下した地盤は再び元には戻らない。そこで、良好な水循環の保全

と生活基盤の安定のために、埼玉県生活環境保全条例をはじめとした各種法令を順守す

るとともに、井水の揚水量を、一日最大給水量乗 1/10 以内に制限している。 

 現在までの推移を次表に示す。 

 

図表Ⅱ-32 年間配水量の内訳（実績） 

 

 

 

 

 

 

 年度によって受水割合は変動するが、渇水等により県水の受水に大きな変動要素がな

ければ、おおむね県水 90%、自己水源（井水）10%で推移している。 

 このような経過を踏まえ、良好な水循環の保全と生活基盤の安定に寄与する観点から、

計画期間内の受水量及び取水量を次の通り設定する。 

 

図表Ⅱ-33 年間配水量の内訳（実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 



アクアプラン川口 21～川口市地域水道ビジョン～ 

第３編 基礎資料Ⅲ 各種計画値の推計 
 

 
55 

11  一日最大給水量の算出 

前節で設定した有収率及び負荷率を踏まえ、目標年度における一日最大給水量は、以下

のとおり設定する。 

 

図表 Ⅱ-34 目標年度(平成 29 年度)における一日最大給水量 

 

種別 使用水量 計   算 

一日平均給水量 145,000ｍ3/日 
一日平均使用水量 131,875ｍ3/日÷有収率

91.0％ ＝144,916ｍ3/日の近似値 

一日最大給水量 167,000ｍ3/日 
一 日 平 均 給 水 量 144,916 ｍ 3/ 日 ÷ 負 荷 率

86.9％ ＝166,763ｍ3/日の近似値 

 

 

給水人口と給水量の実績並びに予測値の総括を、図表Ⅱ-35 及び図表Ⅱ-36 に示す。 
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図表 Ⅱ-35  給水人口と給水量の実績及び総括表 
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図表 Ⅱ-36 給水人口と給水量の実績及び総括表（グラフ） 
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以上のとおり各種計画値の推計及び決定を行い、計画期間内の施策を展開するものであ

る。 
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